
 

地域密着型サービス 第 13 回運営推進会議 記録 

 

事業所名 リハビリ倶楽部 

所在地 富山市婦中町速星５９３ 

サービス種類 地域密着型通所介護 

開催日時 第 13回・令和 6年 5月 15日（水）16：50～17：20 

開催場所 リハビリ倶楽部  

出席者 

 

 

 

 

 

計 11名 

利用者 ２名・利用者の家族 1名  

F地域包括支援センター  

F居宅介護支援事業所 

T居宅介護支援事業所 

K居宅介護支援事業所  

Y地域包括支援センター 

スタッフ 3名 

議題 

 
出席者の紹介 

地域密着型通所介護について 

リハビリ倶楽部利用状況説明  

『施設でする運動と家でやる運動の違い』について 

質疑応答 リハビリ相談 

報告事項 リハビリ倶楽部の対象者 

定員数、利用実績について 

介護度別利用者率 

男女比 

ヒヤリ・ハットについて 

評価 

感想 等 

歩くことが目標ではなく、歩くことで何をしたいのか、が目標。方法論のひとつとして、リハ

ビリを選ぶ。例）サークルに行きたい→何が必要か 

要支援者の方が多いので、尚更目標は具体的である必要がある。 

ケアマネさんより社会参加の視点を情報共有してもらい、本人の意外な特技などを教えて頂け

るように。色んなニーズがあると改めて感じた。新たな目標設定に繋がっている。皆楽しそう

に過ごされている。 

要望 

意見 

助言 等 

利用者様の家族より、この施設に通ってから 2 年になる。通う前は膝が曲がる、腰が曲がる、

といった症状がみられたが、今は自分でゴミ捨てに行くように。こんなに良くなるなら、もっ

と早く通ってもらえば良かったなと個人的に思った。 

利用者様からつま先立ちを 1 年と 8 か月続けたら、上の棚のものを取れるようになった。前ま

では腰も曲がって、取ることができなかった。継続して運動する意味を実感している。 

 

その他 次回開催日時について 

次回は令和 6年 11月開催予定。 

 


